












































































































卒業式校長あいさつ

「希望の太陽を
胸に抱いて」



豊田小学校

第128回
「卒業証書授与式」

本当におめでとう！



今年は、
人類の敵である
新型コロナウイルスの
感染拡大の
先行きの見えない
不安の中で、卒業式を迎える
こととなりました。



そんな中にあって、

本校の職員は、

あふれ出る想いをもって、



みなさんの
卒業式のために、

力と力を合わせ、

今日のために
入念な準備をしてきました。



その職員の
想いを、

しっかりと
受け止めてください。



私もまた、
君たち一人ひとりに、
万感の期待を込めて、

「卒業証書」を
授与させていただきました。



みなさんが、
受け取った

この一枚の
「卒業証書」は、



小学校６年間の
学習内容のすべてを、

無事修了したことを
立派に
証明するものです。



ここで、
はなむけとして、

ひとつのお話を
紹介します。



それは、
大きな壁に
ぶつかった時に、



大切なことは

ただ一つ、



壁の前で、
悩みながらも、

決して希望を
失わないことです。



とにかく
悩みの壁の前を
行ったり来たりする。

すると、
偶然に、壁の下に、
小さな穴が
見つかったりする。



その穴を、
手で
掘り下げていくと、
トンネルができて、
向こう側に、
辿りついたりすることが
あるんです。



でも、
その穴も
見つからない、

もう
だめかなと。



でも、
もう一日
あきらめないで、

粘ってみようとした
次の瞬間、



ぐらっと、

地面が揺れて、

壁に
亀裂が走る。



何と、
向こうから、

壁がガラガラと
崩れていくことが
あるんです。



でも、
その壁も、
いっこうに
崩れそうにもない。

今度の今度こそ、
本当にダメかもしれない。



すると、
向こうから、

ヘリコプターらしきものが
飛んできて、
スルスルと
ロープが降りてきて、



壁の
向こう側まで

移動して、
自分を降ろしてくれる。



人生には、

そういうことって、
本当にあるんです。

だから、
大丈夫なんです。



これから先、
大きな壁にぶつかったとき、

決して、あきらめないで、
「希望」を胸に、
抱き続けることを
覚えておいてください。



さあ！
卒業生のみなさん！

旅立ちの時が
近づいてきました。



皆さんの
幸福が、
私の希望です。

いつも、
みなさんを
応援しています。



ここから、

人類の
進歩と幸福のため、

活躍する
世界のリーダーが、



陸続と

輩出することを

夢見て、

私の「式辞」とします。



愛する
豊田小学校の
卒業生に

栄光あれ！



また
お会いしましょう！



それでは、

みなさん、
お元気で！






















